
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

不
=
傷
悲
了
成
中
恩
愛
茜
深
之
思
従
者
.
昔
晒
作
『
弱
者
吋
削
即
日
有
為
市
v
死

人
足
伊
日
有
曹
成
a
程
嬰
枠
臼
思
-
人
~
叉
有
=
俄
砂
川
族
吋
定
陪
臣
侍
士
之
傷

弔
.
理
之
所
v
盤
情
之
所
v
窮
也

a

子
v
然
野
借
宗
初

4

畿
内
揖
州
之
産
。

束
誤
西
泊
之
後
。
投
a
老
於
加
州
城
下
↓
而
趨
二
生
於
鉢
孟
中
-
之
所

d

去
承
臆
甲
午
秋
七
月
。
不
v
意
呼
令
昌
登
城
刊
一
彼
隠
君
告
目
。
蛍
披
艮
岳

有
a
故
利
一
名
目
昌
停
燈
コ
擁
v
然
屋
底
減
益
。
桂
石
傾
斜
.
只
存
=
故
基
-
巴
.

而
若
作
=
和
上
終
鴬
地
-
有
印
可
=
作
新
日
余
天
心
之
徐
咽
昌
子
老
驚
不
v

欝
答
而
首
背
鷲
。
同
八
月
上
旬
伊
匠
作
v
寮
。
打
敢
普
請
。
罪
普
盤
v

美
"
m
m
年
三
月
落
成
実

4

不
ν
移
昌
時
日
-
入
v
寺
。
自
v
繭
以
降
酬
思
謝
徳
之

日
未
=
幾
年
↓
隠
君
頓
逝
割
前
音
落
v
耳
。
初
比
丘
亦
落
腕
断
魂

e

視

ma
却・袈

裟
角
-
者
也
@
時
移
事
去
。
老
涙
之
隙
綬
'
不
才
.
安
=
牌
中
七
筒
宇
於
伺

上
コ
寧
姓
諒
官
名
於
伺
尾
-
而
遁
悼
七
群
。
不
v
樽
昌
高
見
遼
搬
入
二
小
v

願
昌
秀
鎗
二
郎
以
審
・
且
皐
一
牌
一
前
二
指
定
中
有
昌
昭
究
者
一
切
比
丘
惟
幸
@

一
生
受
用
悉
=
歎
僚
-
可
v
惜
不
=
謹
一
積
合
縦
-

子
葉
孫
校
長
益
ν
代

仰

高

千

歳

犬

山

松

』
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峻

衆
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勢

国

泰

民

安

太

守

情

多
少
錦
鯨
捲
昌
遺
客
-
長
季
想
像
意
和
平
』

大
命
俄
移

m
p背
ν
公

永

陪
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幕

下

-
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を
譲
れ
る
事
ゆ
ゑ
、
哀
悼
の
深
き
‘
貨
に
さ
も
あ
る
ぺ
し
。

O
本
陸
山
承
鐙
寺

法
華
宗
也
o
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
0

・
賞
寺
開
基
信
行
院
日
種

と
云
備
に
而
、
天
正
一
万
年
版
部
五
右
衛
門
与
申
仁
建
立
仕
。
と
あ
り
。

寛
延
二
年
の
由
来
寄
に
は
、
天
正
十
七
年
に
建
立
仕
‘
寺
屋
敷
は
高

徳
公
御
代
服
部
佐
渡
菩
提
所
た
る
に
付
、
則
佐
渡
よ
り
被
a
雨
上
一
尾

張
町
民
而
拝
領
仕
鹿
、
共
後
御
用
地
に
被
昌
召
上
一
震
=
其
替
地
-
古
寺
町

民
屋
敷
拝
領
仕
慮
、
水
損
之
地
に
付
、
御
訴
訟
申
上
、
第
=
共
替
地
-
泉

野
今
之
屋
敷
拝
領
被
a
仰
付
↓
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
天
正
元
年
に
服

部
五
右
衛
門
と
云
ふ
人
創
立
す
と
あ
る
は
.
何
れ
の
地
に
て
の
事

敗
。
若
し
く
は
越
前
府
中
た
ら
ん
か
。
服
部
佐
渡
は
寛
永
十
三
年
十

月
二
日
卒
、
法
名
承
在
院
日
久
居
士
と
過
去
帳
に
あ
り
。
五
右
衛
門

ほ
佐
渡
の
父
た
ら
ん
か
。
子
孫
た
き
故
欝
か
友
ら
4
1
0

O
鬼
子
母
紳
堂

承
設
寺
に
あ
り
て
、
信
者
之
を
隼
敬
す
。
此
の
鬼
子
母
紳
は
鬼
面
を

祭
れ
り
。
此
の
鬼
面
は
.
奮
停
に
、
昔
加
州
能
美
郡
安
宅
浦
の
海
中
よ

り
上
り
た
り
と
去
ひ
停
へ
た
り
。
但
し
共
の
年
暦
時
代
等
の
事
は
停

承
・
泣
く
静
か
な
ら
宇
と
い
へ
ど
も
‘
茜
だ
古
作
に
て
霊
異
あ
ら
た
た

金
濁
古
蹟
志
血
管
十
九

三
位
妙
心
現
停
燈
千
岳
宗
初
蒲
奔

前
黄
門
乾
公
大
居
士
摘
a
舘
舎
-
之
目
。
金
禽
既
移
和
野
外
二
タ
令
不
v
能邑

相
従
二
賦
昌
拙
偽
一
筋
↓
以
述
昌
阜
・
懐
-
一
司

一
道
思
光
三
十
年
a

袈
裟
織
却
夕
陽
漣
.

北
叩
即
時
尺
不
-
能
v
到
叫
容
凝
=
費
雲
-
向
司
敬
一
前
吋

按
宇
る
に
、
千
岳
和
備
は
撮
津
園
の
出
生
に
て
、
東
西
鰭
州
を
ぽ
週

隠
し
て
‘
金
海
の
府
下
に
来
り
、
震
に
滞
足
せ
し
事
、
彼
の
微
妙
公

の
牌
前
へ
献
備
せ
し
迫
警
の
文
に
て
知
ら
れ
け
り
。
微
妙
公
の
恩
義

噛
牙
辛
苦
守
a

共
図
-

居
v
仁
慮
v
義
典
v
心
合

月
俸
出
航
費
三
園
財

士
重
v
死
令
臣
盟
v
恩

黄
門
深
鎖
遊
山
裡

紳

功

雄
v
飲

従

三

位

想
是
此
公
丈
夫
人

儀
規
徳
行
至
a
公
選
-

痛
『
拾
身
少
休
a

働
央
-

高
治
元
年
戊
成
仲
多

ーーー.田園.

政
在
主
ん
=
渇
不
及
-
中
L

武
勇
問
令
文
道
答

停
元
v
出
突
惇
無
v
納』

左
之

mA
腹
右
之
発

掩
v
室
杜
v
詞
鯵
不
v
言』

退
筆
力
量
猫
不
ν
異

郊
居
深
被
v
欝
名
利
-
』

煩
悩
菩
提
成
働
場

出
v
生
入
v
死
不
v
建
v
常』

り
と

τ、
従
前
衆
人
甚
だ
崇
敬
し
て
繁
昌
す
と
い
へ
り
。

O
稲
荷
山
員
長
寺

提
言
宗
也
。
俗
に
稲
荷
民
長
寺
と
呼
べ
り
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
一
宮

ふ
。
常
時
開
組
元
養
、
慶
長
十
二
年
従
昌
閥
束
-
営
地
金
津
へ
来
り
‘
中

村
刑
部
取
次
を
以

τ、
犀
川
河
原
町
活
設
に
而
寺
屋
敷
拝
領
仕
、
同
十

五
年
寺
趨
立
仕
鹿
.
元
和
八
年
稲
荷
枇
御
遊
鵬
首
.
紳
前
祈
勝
被
昌
仰
付
一

御
札
等
献
=
上
之
-
仕
。
と
あ
り
。
砲
尾
記
に
云
ふ
。
稲
荷
民
長
寺
は
も

と
闘
東
よ
り
金
津
へ
来
り
、
共
の
先
よ
り
毎
々
新
藤
命
ぜ
ら
れ
し
ゅ

ゑ
‘
中
村
刑
部
を
以

τ利
常
卿
へ
願
弘
、
香
林
坊
橋
の
下
今
の
宮
永

氏
の
邸
地
を
昇
傾
し
.
寺
を
治
替
せ
し
臓
、
寛
永
十
六
年
来
野
寺
町

今
の
地
へ
移
時
す
と
い
へ
り
。

O
稲

荷

註

跡

民
長
寺
の
甫
側
の
地
綬
き
な
る
地
也
。
従
前
此
の
枇
を
民
長
寺
の
稲

荷
と
呼
べ
り
。
抑
e
此
の
稲
荷
明
紳
は
甚
だ
醤
枇
に
て
、
往
古
よ
り
金

滞
城
内
に
銀
座
あ
り
て
‘
共
の
駐
跡
を
ぽ
今
に
稲
荷
屋
敷
と
呼
ぺ

り
。
三
州
名
跡
誌
に
云
ふ
。
毘
長
寺
の
稲
荷
明
一
柳
は
、
金
揮
築
按
以

前
よ
り
林
中
陀
銀
座
あ
り
し
が
、
御
披
普
請
方
被
v
命
時
分
.
仮
に
稲

荷
橋
の
明
地
へ
勤
諦
せ
ら
れ
‘
共
後
民
言
宗
民
長
寺
境
内
へ
御
預
け
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